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1. 原稿の提出方法

原稿のpdf ファイルを作成し，日本設備管理学会のHPからアップロードすること。提出原稿はそのまま版下とする。

ファイル名は以下のように付ける。

受付番号＋講演者姓.pdf

（例）10kawai.pdf
※論文の提出や原稿の作成に際しての質問は下記まで。

日本設備管理学会事務局

〒461-8580

名古屋市東区白壁三丁目12－13

中産連ビル 新館 ２階

担当　樋口

TEL：052-931-7077

FAX：052-931-5195

sopej@chusanren.or.jp
2. 原稿の体裁と書き方
2.1 原稿の全体様式

本原稿の体裁は，基本的に日本設備管理学会誌執筆細則に準拠している。ただし，和文，英文アブストラクトは，記載しない。
１）A4 用紙縦置きとする。
２）A4 判用紙の体裁
用紙には上・下・左・右ともに2.5cm の余白をとる。2 段組とし，片段の幅は7.5cm，2 つの段間の幅は1cm 程度とする。1 ページの字数は，片 段の1行に24 字，行 数は44 行とし，全 角で24 字×44 行×2 段＝2,112 字とする。本文の通常使用する文字は，明朝体10 ポイントとする。但し表題，副題，著者名，著者所属などについては下記の2.2 項に定めるように一段にて記す。
３）原則として，印字原稿の基準分量は，2，4，6（偶数）ページとする（最大6 ページ）。
上記以外の形式で提出を希望する場合には，事前に日本設備管理学会事務局まで問い合わせをすること。
2.2 第 1 ページの様式
１）表 題をページの中央に一段で，ＭＳＰゴシック体・太字16 ポイントで記載する。以下，原則としてＭＳＰフォントを推奨するが，対応が困難な場合にはＭＳフォントでも可とする。副題を付記する場合には主題の下側に表題と同様一段で，副題をハイフォン「－」で囲み，ＭＳＰゴシック体・太字14 ポイントで記載する。
２）著者名は，表題の下の中央に一段で明朝体12 ポイントで記載する。著者所属は，著者名の下側に対応が取れるように一段で，明朝体10 ポイントで記載する。著者所属が複数ある場合には，著者名に上付きで星印「*」を 付け，この星印の数で著者所属との対応が取れるようにする。
2.3 本文
2.3.1 本文
見出しの頭は以下に例示する様式に従うこと。
１．設備管理における設備システム
[ＭＳＰゴシック体・太字12 ポイント］
（大見出しの下は1 行空ける）
1.1 設備システムの構成
［ＭＳＰゴシック体・太字10 ポイント］
1.1.1 設備システムに必要となる要素技術
［ＭＳＰゴシック体・太字10 ポイント］
（１）主要な要素技術の因果関係
［明朝体10 ポイント］
１）設備管理のための情報システム
［明朝体10 ポイント］
①計画系情報システム
②実績収集系情報システム 箇条書き
③データベース管理システム
［明朝体10 ポイント］
注：本文中で大・中・小見出しを引用する際には，同
様の「ＭＳＰゴシック体・太字」を使う。
2.3.2 文字･記号
１）文体は和文口語体とし，現代仮名遣いにより，通常の文字は明朝体10 ポイントを使用すること。なお，漢字は学術用語以外は常用漢字を用いること。
２）パラグラフの頭は1 字分あけること。
３）句点は「。」，読点は「，」を用いること。
４）数字は半角で書き，原則として3 桁ごとにコンマ
「，」を入れること。
５）英字は英文字フォントまたは半角で書くこと。
2.3.3 図・表・写真
１）図・表・写真は原稿そのものを直接写真製版して用いるので，図・表・写真自体やその中で用いる文字も含めて，原稿としてふさわしい品質のものを提出すること。
２）刷上がり原稿は，1 ページ全角で24 字×44 行
×2 段＝2,112 字，片段の幅 7.5cm／両段の幅16cm，縦25cm 程度である。したがって，図 ・表・写真の大きさは，幅 7cmまたは15cm（ 段間の幅1cmを含む）以下のいずれかとし，縦は図・表・写真の番号や標題も含めて 24cm 以内とすること。図・表・写真の必要なスペースを考慮して，先に述べた印字原稿の基準分量を守ること。
３）図・写真はそれぞれの通し番号（ＭＳＰゴシック体・太字）とその標題とを，図・写真の下中央に記載すること。この通し番号を本文で引用する際は，同様のＭＳＰゴシック体・太字を使用すること。
５）表はそれぞれの通し番号（ＭＳＰゴシック体・太字）とその標題とを，表の上中央に記載すること。
この通し番号を本文で引用する際は，同様のＭＳＰゴシック体・太字を使用すること。
2.3.4 数式
１）数式には通し番号をつけ，これを用紙の右端より
1 文字あけて，例 えば(1)(2)…のように記載すること。
2.3.5 注
１）注を本文中に指定する際には，次のように「ＭＳ
Ｐゴシック体・太字」として記載すること。
…･の手法を適用した場合に(注1)，その結果として…
２）注は本文末に以下の図で例示のようにまとめる。

[image: image1]
図1 注の記載例
2.3.6 参考文献
１）参考文献を本文中に指定する際には，次のように
「ＭＳＰゴシック体・太字」として記載すること。
･…Clark[1]によれば･…
…･方式[2]，[3]･…
…･現在までの研究成果[4]～[8]からは，…
２）参考文献は，本文および注の後に，以下の例示の
ように本文での引用順にまとめること。
参考文献
[1] Clark, K. B. and Wheelwright, S. C.: Managing　New Product and Process Development, NewYork, pp. 7484(1993)
[2] Vassian, H. J.: “Application of Discrete Variable Servo Theory to Inventory Control”, Operation Research, Vol.3, No.3, pp.272282 (1955)
[3] 奥村文徳, 野村重信: “生産工程における在庫構造特性の分析”,日本設備管理学会誌, Vol.11, No.3, pp.272282 (1999)
[4] 玉木欽也:「戦略的生産システム」, 白桃書房, pp.121144 (1996)
注


(1) 設備管理における本手法の意義は，……


(2) この用語の別の呼称として，……
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